
道
内

ス
キ
ー
場
の
利
用
状
況
と
自
然
環
境

伊

藤

誠

夫

ス
キ
ー
場
を
自
然
環
境

の
面
か
ら
把
え
よ
う

と

い
う
試

み
は
、
こ
れ
ま
で
あ

ま
り
な
さ
れ
て
こ
な

か

っ
た
よ
う

で
あ

る
。
わ
ず

か
に
札
幌
冬
季
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
の
恵
庭
岳
滑
降

コ
ー
ス
や
、
羊
蹄
山

ス

キ
ー
場
の
是
非
が
論
じ
ら
れ
た
く
ら
い
の
も

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。
昭
和
四
十
年
頃
ま
で
は
ス
キ

ー
場
の
数

は
ご
く
限
ら
れ

て
い
た
し
、
規
模

の
大

き

い
も
の
も
な

か

っ
た
。

ス
キ
ー
人

口
も
現
在
と

は
比
較

で
き
な

い
ほ
ど
少
な
か

っ
た
か
ら
、

ス
キ

ー
場

は
誰

に
と

っ
て
も
さ
し
て
大
き
な
問
題
と
は

感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
こ

一
〇
年

ほ
ど

の
間

に
ス
キ
ー
場
は
著

し
く
増
大
し
、
今

や

ゴ

ル
フ
場
と
と
も
に
、
無
視

で
き
な

い
環
境

問
題

に
な
り

つ
つ
あ

る
。
昨
年
、
岩
木
山

の
ス
キ
ー
場

で
起

こ
っ
た
土
砂
崩
壊
事
故

は
、

ス
キ
ー
場

と
い

う
環
境

を
安
全
性

の
面

か
ら
も
見
な
お
す
必
要

の

あ
る

こ
と
を
訴
え

て
い
る
。
昨
年

は
ま
た
、
札
幌

手

稲
山
の

ス
キ
ー
場
建
設
を
め
ぐ

っ
て
議
論
が
闘

わ
さ
れ
、
多
く

の
人

々
の
注
目
を
惹

い
た
。
し
か

し
こ
の
議
論

は
、
既
存

の
ス
キ
ー
場

の
自
然
環
境

リフ ト基数(b)、 リフ ト総 延 長(c)1図 スキー場数(a)、

年次変化

80k
m

リ

ブ

ト

40総

延

長
や
利
用
状
況

に
関
す
る
具

体
的
な
資
料
に
乏
し
い

状
況

の
中

で
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
故
ど
こ
と
な
く

150

リ

フ

ト

&loo

ギ
嶺5・

5045

年度
40

O 茄

焦
点

の
ぼ
け
た
論
争

に
終

っ
た
よ
う
な
気
が
す

る
。

そ

こ
で
今
回
、
道
内

の
ス

キ
ー
場
の
利
用
状
況
と
自

然
環
境
に

つ
い
て
の
初
歩

的
な
情
報
を
集

め
、
道
内

ス
キ
ー
場
の
概
説
を
し

て

み
た

い
と
思
う
。

こ
こ
に

ま
と
め
た
資
料

の
う
ち
リ

フ
ト
関

係
の
も

の
は
札
幌

陸
運
局
鉄
道
課
、
植

生
に

関
す
る
も
の
は
道
自
然
保

護
課
の
提
供

に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
ご
協
力
を
感
謝

し
た
い
。
ま
た
、
道

観
光

連
盟
発
行

の
ス
キ
ー
場
ガ

イ
ド
、
各

ス
キ
ー
場
発
行

の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
も
、
部
分
的
な
情
報
を
得

た
。
集
め
ら
れ

た
情
報
は
従

っ
て
二
次
的
、
三
次

的
な
も
の
で
あ

る
か
ら
、
個
別

の
ス
キ
ー
場
に
つ

い
て
論
及
す
る
こ
と
は
避
け
た
。

翻
、

ス

キ

ー

場

の
増

加

リ

フ
ト
の
あ

る
ス
キ
ー
場

(
以
下
、
単
に

「
ス

キ
ー
場
」

は
す
べ

て
こ
の
意
。
た
だ
し

ロ
ー
プ

ト

ウ
及
び
テ
イ
パ

ー
リ

フ
ト
の
み
の
ス
キ
ー
場

は
除

く
)
は
、
昭
和
三
十

五
年
度

に
は
わ
ず

か
に
札
幌

の
荒
井
山
と
藻
岩
山
、
小
樽
の
天
狗
山

の
三
ヵ
所

に
す
ぎ
な

か

っ
た
が
、
以
後
増
加
の

一
途
を
た
ど

っ
て
い
る
(
一
図
)
。
そ

の
伸
び
は
三
十
五
年
度

か

ら
三
十
八
年
度

ま
で
と
四
十
九
年
度
以
降

の
二

つ

の
期
間

で
ゆ
る
や
か
で
あ
り
、
そ
れ

に
は
さ
ま
れ

た
期
間

で
や
や
急

に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
期
間
中

毎
年
度
三
か
ら
八
、
平
均
六
以
上

の
割
合
で

ス
キ

ー
場
数
は
増
加

し
て
い
る
。
と
く

に
四
十
五
年
度

か
ら
四
十

八
年
度

の
四
年
間
に
開
設
さ
れ
た

(
リ
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フ
ト
の
新

設
さ
れ
た
)

ス
キ
ー
場

は
、
三
〇

に
達

し
て
い
る
。

ス
キ
ー
用
リ

フ
ト

(
以
下
、
単

に
リ

フ
ト
)
の

道

内
総

基
数
と
総
延
長

の
伸

び
も
、

こ
れ

と
ほ
ぼ

同

一
の
変

化
を
た
ど

っ
て
い
る
こ
と
が
、

こ
の
図

か
ら
わ
か
る
。
し

か
し
、
そ
の
伸
び

は
四
十
年
度

か
ら
四
十

八
年
度

へ
の
上
昇
期

の
う

ち
、
後
半

に

近
づ

く
ほ
ど
上
昇
す
る
傾
向

が
、

一
層
明
瞭

で
あ

る
。
こ
れ
は
こ
の
期
間
中
、
年

々

一
ス
キ
ー
場
あ

た
り
の
リ

フ
ト
数

(
お
よ
び
長

さ
)
が
増
大
し

て

き
た
こ
と
、
い
い
か
え
る
と

ス
キ
ー
場

の
規
模
が

次
第

に
大
型
化

し
た

こ
と
の
現

わ
れ

で
あ

る
と
い

え
る
。
実
際

に

一
ス
キ
ー
場
あ

た
り
の
リ

フ
ト
の

基
数
を
計
算

し
て
み
る
と
、

三
十
九
年
度

に
は

一

・
二
基
に
す
ぎ
な

か
っ
た
の
に
、
四
十
年
度

に
は

一
・
五
基
、
四
十
五
年
度

に
は

一
・
六
基
、
四
十

八
年
度

に
は

一
・
九
基
に
ま
で
増
加
し

て
き

て
い

る
。
リ

フ
ト
を
三
基
以
上
を
も

つ
比
較
的
大
型

の

ス
キ
ー
場

の
登
場
し
た
時
期

は
二
つ
に
分
か
れ
て

い
て
、
そ

の
第

一
次

は
四
十
年
度

か
ら
四
十

二
年

度

(四
十
年
度
ー

北
の
峯
、
四
十
一
年
度
ー

テ

イ

ネ

オ

リ

ン
ピ

ア
、

ニ
セ

コ
ヒ
ラ

フ
、

四
十

二

年
度
-

仁
山
、
な
お
札
幌
藻
岩
山
は
三
十
六
年

度

に
リ

フ
ト
数
三
基
と
な

っ
て
い
る
)
、第

二
次

は

四
十
七
年
度
と
四
十
八
年
度

(四
十
七
年
度
ー

ニ
セ

コ
ア

ン

ヌ
プ

リ

、

ル

ス

ツ
、

レ
イ

ス
イ
、

台

場
ケ
原
、
四
十
八
年
度
ー

ニ
セ

コ
モ
イ
ワ
、

ワ

イ

ス
、

ピ

ヤ

シ
リ

)

で
あ

る
。

第

一
次

に
登
場
し
た
も

の
は
す
べ

て
既
存

の
ス
キ

ー
場
が
拡
充
さ
れ

て

「
大

型
化
」

(
リ

フ
ト
数
三
基

以
上
)
し
た

の
に
対

し
、

第

二
次

の
方

は
台
場
ケ
原

と

ニ
セ

コ
モ
イ

ワ
の
二

つ

を
除
く
す
べ
て
が
そ
の
年

度

に
新
設
さ
れ
た

ス
キ
ー

場

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
第

二
次
の

「
大
型

」

ス
キ
ー

場
は
、
新

設
時

か
ら
大
規

模

ス
キ
i
場

と
し
て
登
場

し
て
き

た
の
が
著
し

い
特

色
と
い
え
る
。

次

に
リ

フ
ト
の
分
布
と

地
域
別
密
度

が
、
年
と
と

も
に
ど

の
よ
う

に
変
化
し

て
き
た

か
を
見

よ
う
。
二

図

は
北
海
道
地
図
を
五
万

分

の

一
の
地
形

図
に
対
応

す
る

メ
ッ
シ

ュ
で
区
切
り

そ

の
各

々
の
地
域
内

に
存

在
す
る
リ

フ
ト
の
数
を
、

段
階
別

に
濃
度
で
表
わ
し

た
も

の
で
あ

る
。
四

つ
の

図
は
三
十

五
年
度
を

は
じ

め
と
す
る
五
年
度
毎

の
状

2図 スキー リフ トの分布域の 拡大 と集中化の進行。各メ ッシュ内に存在する リフ ト基数を

ランク分けし、濃度で表 している。
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態
を
示
し

て
い
る
。
ま
ず
、
リ

フ
ト
の
分
布
す
る

地

域

の
拡
大
か
ら
見

て
み
る
と
三
十
五
年
度

に
は

札
幌

と
小
樽
に
し
か
な

か

っ
た
も
の
が
、
四
十
年

度

に
は
札
幌
近
郊

、
函
館
、

ニ
セ
コ
、
支
笏
、
洞

爺

、
旭

川
、
富
良

野
、
さ
ら
に
は
帯
広
、
川
湯

に

ま
で
ひ
ろ
が

っ
て
い
る
。
四
十

五
年
度

に
な

る
と

大

雪
山
系
、
旭
川

周
辺

へ
の
分
布
域

の
拡
大
が
顕

著

で
あ

る
。
札
幌

近
郊

で
は
岩
見
沢
、
夕
張
地
方

へ
の
ひ
ろ
が
り
が
目
立

つ
。
ま
た
、
北
見

に
も

リ

フ
ト
が
出
現
し
て
い
る
。
そ

の
後
、
五
十
年
度
ま

で
の
五
年
間

に
は
、
そ
れ
ま

で
全
く
の
空
白
地
帯

だ

っ
た
釧
路
、
留

萌
、
網
走
、
旦

尚
方
面

の
ひ
ろ

が

り
が
目
立

つ
ほ
か
、
既
存
地
域

に
隣
接
す

る
地

域

へ
も
じ
わ
じ
わ
と
ひ
ろ
が

っ
て

い
る
。
こ
の
時

点

で
、
リ

フ
ト
の
空
白
地
帯

は
道
北

、
檜
山
、
南

日
高

、
根
室
地
方

な
ど
の
比
較
的
限
ら
れ
た
地
域

に
偏

在
し
て
お
り
、
リ

フ
ト
の
あ
る

ス
キ
ー
場

は

ほ
ぼ
全
道

的

に
普
通

の
も

の
と
な

っ
て
い
る
。

次

に
同
じ
図
を
地
域
別
密
度

の
面
か
ら
見

な
お

し

て
み
る
。

一
メ
ッ
シ

ュ
あ
た
り
三
基

以
上

の
リ

フ
ト
の
あ

る
の
は
三
十
五
年
度

に
は
札
幌
だ
け
だ

っ
た
が
、

四
十
年
度

に
は
岩
内
(
ニ
セ
コ
)
、
富
良

野
、
銭
函

(
手
稲

山
な
ど
)

の
四
地
域

に
な

っ
て

い
る
。
し

か
し
こ
の
時
点

で
は
、
ま
だ

六
基
以
上

の
地
域

は
出
現

し
て
い
な

い
。
四
十
五
年
度

に
は

三
基
以
上

(
六
基
未
満
)

の
地
域
が
六
、

六
基
以

上

(
一
一
基
未
満
)

の
地
域
が
五

(
札
幌
、
銭
函

函
館
、
旭
川
、
富
良
野
)
と
な

っ
て
い
る
ほ
か
、

一
一
基
以
上

(
二

一
基
未

満
の
地
域

・
岩
内

1ー

ニ

セ

コ
)
ま
で
現
わ
れ
て

い
る
。
五
十
年
度
に
は
三

基
以
上
が
八
地
域
、

六
基
以
上
が
七
地
域
、

一
一

基
以
上
が

一
地
域

(
銭
函

11
手
稲
山

な
ど
)
、
二

一

基
以
上
が

一
地
域

(
岩
内

1ー

ニ
セ
コ
)
と
な
り
、

特
定
地
域

へ
の
リ

フ
ト
の
集
中
化
の
進
行
が
う

か

が
わ
れ
る
。

二

、

ス
キ
ー
場
の
規
模
と
札
幌
か
ら
の

時
間
距
離

ス
キ
ー
場

の
規
模

を
何
に
よ

っ
て
代
表
さ
せ
る

の
が
妥
当
か
に

つ
い
て
は
、
意
見
が
分
か
れ
る
と

こ
ろ
だ
ろ
う
。

コ
ー
ス
数
、

コ
ー
ス
全
長
、

コ
ー

ス
面
積
、

リ

フ
ト
基
数
、
リ

フ
ト
延
長
な
ど
が

一

応
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
個

々
の
ス
キ
ー
場
に

存
在
す

る
リ

フ
ト
の
長
さ

の
合
計

(
総
延
長
)
を

も

っ
て
、

ス
キ
ー
場

の
規
模
を
区
分
し

て
み
る
。

リ

フ
ト
総
延
長
別

に
ス
キ
ー
場
の
件
数

を
表
わ
し

て
み
る
と
三
図

・
B
の
よ
う
に
な
る
。
頻
度
分
布

の
切
れ
目
を
選
ん

で
、
便
宜
的

に
四

つ
の
ラ
ン
ク

に
区
別

し
た
。

ラ

DCBAン
ク

小 中 大 巨 規
大 模

リ

フ
ト
基

数

か
ら

い
う

と
、

B

は
三
～

五
、

C

は

二
～

三
、

リ

フ
ト
総

延
長

四

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

四

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

ニ
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

○

・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

A
は
九
～

一
二
、

D
は

一
～

二
基

の

ス
キ
ー
場

で
あ

る
。

次

に
札

幌
か
ら
各

ス
キ
i
場

へ
至

る
時

間
距
離

を

算

出

(
汽

車
、
パ

ス

徒

歩

に
ょ

る
札
幌
駅

か
ら

の
最

短
到
達
時

間
。

こ
の

場
合
乗

り

換
え

に
要

す

る
時
間

は
無
視
)

し
、

こ
れ

3図A:各 スキー場に存在す る総延長 と利用者数の 関係。

各点は スキー場を表 わす。 ただ し、テイネオ リン ピア

を除 く(5.6キ ロメー トルー166万 人)。ヒラフスキ

ー場 とニセコスキー場はこの 図に限 り別個に表わ して

ある。B:リ フ ト総延長別に見たスキー場数。

と
ス
キ
ー
場
規
模

と
の
関
係
を
調
べ
て
み
る
。
札

幌

か
ら

の
時
間
距
離

に
よ

っ
て

一
時
間
未
満

(
以

下
、

1
と
略
記
)
、
一
時
間
以
上
二
時
間
未
満

(
以

下
、

H
)
、

二
時
間
以
上
三
時
間
未

満
(
皿
)、
三

時
間
以
上

(
VI
)
の
四
地
域

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

に
属
す

る

ス
キ
ー
場
の
数
を
、
前

述

の
ス
キ
ー
場

規
模

の
ラ

ソ
ク
別

に
表
わ
す

と
、
次

の
よ
う

に
な

る
。

利100

用

看

数501一
時

間

内

A

一

B

一

C

一

D

七

〔万
人
〕

一 間二
1【○ 八 一 一 内時

O

スO

キ

IIO

場

数20

四 五 四 二 賑 皿

こ
の
表
か
ら

い
え
る

こ
と
は
、

1
の
地
域
、

域

で
は
小

ス
キ
ー
場

(
D
)

一 一 以そr▽

三 二 〇 〇 上 れ

即
ち
札
幌
か
ら
一
時
間
未
満
の
地

の
比
率
が
非
常
に
高
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く
、
よ
り
大
き

な

ス
キ
ー
場

の
比
率

は

一
様

に
低

い

(
A
、
B
、

C
に

つ
き
各

一
ス
キ
ー
場
)
。

H
の
地
域

(
札
幌

か
ら

二
時
間
未
満
)

で
は
、

小

ス
キ
ー
場

(
D
)

の
数

は
や
は
り
多

い
が
、
中

ス
キ
ー
場

(
C
)

の
比
率
が

ー
に
比
し

て
非
常

に

高

く
な

っ
て
い
る
。
大
型

の
ス
キ
ー
場
(
A
、

B
)

に

つ
い
て
は
、

1
と
同
じ
く
各

一
ス
キ
ー
場
が
あ

る
の
み
。

皿
の
地
域

(
札
幌
か
ら
三
時
間
未
満
)

で
は
、

小

(
D
)、

中
(
C
)

の
ス
キ
ー
場
の
比
率
は
低
く

な
り
、
巨
大
(
A
)
、
大
(
B
)
、

の
ス
キ
ー
場

の
比

4図 標高別 に見た スキー場数植生 別に

内分けして示す。

口高山ハイヂ

騒ダケカン嚇

目銀 繍

圏針広ヲ昆交林

□広鮪 林

皿 そφ杷

中ホ スキー場

=
三

大 スキー場

率
が
高
く
な
る
の
が
特
徴
で
あ

る
。

W
の
地
域

(札
幌

か
ら
三
時
間
以
上
)
で
は
、

小
(
D
)
、
中

(
C
)

の
比
率
は
約

半

々
で
あ

り
、

大
型

(
A
、
B
)

の
ス
キ
ー
場
は
皆
無
で
あ

る
。

1
の
地
域
に
A
、

B
、
C
の

ス
キ
ー
場
が
各

一

つ
し
か
な

い
の
は
、
主

に
地
形
的

制
約

に
よ
る
も

の
だ
ろ
う
。
こ
の
地
域

に
は
標
高

千

メ
ー
ト
ル
を

越
す
山
は
手
稲
山
く
ら

い
し
か
含
ま
れ
な
い
。

一

方
、
札
幌

市
の
人

口
が
小

ス
キ
ー
場
の
高
密
度

で

の
存
立
を
可
能

に
し
て

い
る
と
考
え

ら
れ

る
。

皿
の
地
域

(
三
時
間
未

満
)
に
大
型

ス
キ
ー
場

20

60σ

(m)

510i5

欝 晶 一 斗>」

05

1200

O

5図 斜度別に リフ ト基数、A平 均斜度

B最 小斜度

lA平 均

が
数
多
く
含
ま
れ

て
い
る
理
由
の
ひ
と

つ
は
、

こ

の
地
域
内
に

ニ
セ
コ
の
各

ス
キ
ー
場
が
含
ま
れ
て

く
る
こ
と
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

ニ
セ

コ
を
別

に
し
て
も
、
地
形
的

に
恵
ま
れ
た
山

岳
が

こ
の
地
域
内

に
豊
富

に
含
ま
れ
て

い
る
。
地

形
的

に
ど
ん
な

に
ス
キ
ー
場
に
好
適

で
あ

っ
て
も

ス
キ
ー
客

を
集

め
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
は
問
題

に
な
ら

な
い
が
、

こ
の
点

こ
の
地
域
は
人

口
か
ら

見

る
と

一
部

(
旭
川
)
を
除

い
て
少
な
い
も
の
の

札
幌

か
ら

日
帰
り

で
き
る
ギ
リ
ギ
リ
の
距
離

に
あ

る
。

こ
の
地
域

に
中
小

ス
キ
ー
場
が
少

な
く
大
型

ス
キ
ー
場
が
多

い
と
い
う

こ
と
は
、
す

な
わ

ち
前

20

lo
リ

20
oト ー一一一 一 一』囲囲 醗階0◎'◎●

20

B最 大

フ

}

数
,0

0

4◎93020

者

の
利
用
者

の
多
く
が
地

元
の
人

で
あ
る
反
面

で

後
者
の
利
用
者

の
大
半
は
札
幌
、
小
樽
な
ど
道
央

の
人
口
稠
密
地
か
ら
流
れ
込

ん
で
き
て
い
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
と
推
定

さ
れ

る
。

H
の
地
域

(
二
時

間
未
満
)

は
、
地
形
的

に
も

時
間
距
離
的

に
も
、
1
と
皿
の
中
間
の
条
件
を
備

え
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
地
形
は

皿
ほ
ど
は
恵
ま
れ
て
い
な

い
も
の
の
ー
よ
り
は
多

く
の
山
岳
を
含
む
し
、
地
域
人

口
的

に
は
ー
よ
り

は
少
な

い
も
の
の
皿
よ
り
は
明
ら
か
に
多

い
。
ま

た
交
通

の
便

に

つ
い
て
は

い
う

ま
で
も
な
く
、
そ

の
中
位

に
あ

る
。
従

っ
て

こ
の
地
域

の
ス
キ
ー
場

の
多
く
は
、
札
幌

か
ら

の
ス
キ
ー
客
と
地
元
の
ス

キ
ー
客

の
両
方

に
よ

っ
て
成

り
立

っ
て

い
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、

こ
の
地
域

で
中

ス
キ
ー
場

(
C
)

の
比
率

の
高

ま
る
の
も
、
こ
れ

に
よ

っ
て
説
明

で

き

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

W
の
地
域

(
三
時
間
以
上
)

は
当
然
、
非
常

に

広
汎
な
地
域

を
含
む

の
で
地
形
的

に
は

一
概

に
い

え
な
い
が
、
人

口
稀
薄
地
帯

で
あ
る
と
同
時

に
札

幌
か
ら
余
裕
を
も

っ
て
日
帰
り
す
る
に
は
遠
す
ぎ

る
と
い
う

こ
と
が
、
こ
の
地
域
を
特
徴
づ
け
る
と

い
え
よ
う
。

札
幌

か
ら

の
ス
キ
ー
客
を
あ
ま
り
あ

て
に
で
き

な
い
以
上

は
、
地
元
の
ス
キ
ー
人
口
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ

る
程
度
の
中
小

ス
キ
ー
場
し
か
成
立
し
え

な
い
の
は
む
し
ろ
当
然

で
あ
ろ
う

。
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表
ー

ス
キ
ー
場
の
地
形
と
地
質

ス
キ
ー
場
名

地
形

ワ チ ア ニ ヒ 吉 仁

イ セ ン セ

ゑ ヌ ヌ ニ ラ 野
ル フ フ イ
ソ リ リ ワ フ 山 山

ル

ス

ツ

北

湯

沢

山 山 山 山 山 山 山 山
岳 岳 岳 岳 岳 岳 岳 岳

山
岳

南 東 南 南 南 南 北 南1方
東 東 西 東i位

東

北 新 天 中 モ 三:藤 こ ば 荒 藻 上 深

ノ 得狗 山 満 畦 ん井岩 砂
ッ奮 公 ん け 川

峯 山 山 峠 プ 馨 園 ど い 山 山 岳 川

カ

ノレ'

ノレ

ス

山 山 山 山 山 山 丘 山 山 丘 山 山 丘 山
岳 地 地 岳 岳 岳 陵 地 地 陵 岳 岳 陵 岳

北 南 北 北 北東 北 東 南 北 東

十

勝

岳

山
岳

北
西

基
盤
岩
の
時
代
と
種
類

未
固
結
層
の
厚
さ

先
第
三
紀
?

安
山
岩

新
第
三
紀

(中
～
鮮
)
集
塊
岩

・

角

レ
キ
凝
灰
岩

・
凝
灰
岩

・
溶
岩

第
四
紀

安
山
岩

第
四
紀

安
山
岩

第
四
紀

安
山
岩

第
四
紀

安
山
岩

第

四
紀

安
山
岩

第
四
紀

(
更
)
安
山
岩

新
第

三
紀

(
中
～
鮮
)

一
、
安
山

岩
、
二
、
緑

色
凝
灰
岩

新
第

三
紀

(
中
～
鮮

)
安
山
岩

.
新
第
三
紀
～
第

四
紀

(鮮
～
更
)

安
山
岩

白
亜
紀

一
、
砂
岩

二
、

泥
岩

新
第
三
紀

(
鮮
)
安
山
岩

第

三
紀

(
中
)
変

巧
安
山
岩

新
第
三
紀

(鮮

)
安

山
岩

新
第
三
紀

(中
～

新
)

一
、
変
巧

安
山
岩

二
、
安
山
岩

第

三
紀
～
第

四
紀

安
山
岩

新
第
三
紀

(中
)

石
英
斑
岩

新
第
三
紀

(中
～
鮮

)
安
山
岩

新
第
三
紀
(新

)安

山
岩
質
集
塊
岩

(
凝
灰
質
砂
岩

を
伴

う
)

新
第
三
紀

安

山
岩

先
白
亜
紀

粘
板
岩

先
白
亜
紀

一
、

チ

ャ
ー
ト

新
第
三
紀

二
、

オ
キ
ノ

ソ
ベ
層

第
四
紀

(
更
)

一
、

玄
武
岩

第
四
紀

(
現
)
二
、
安
山
岩

+
+
+
崖
錐

十
十

十
十

十
十

十
十

十
十

十
十

+
+
+
崖
錐
、
扇
状

地
堆
積
物

十+
+
+
カ

ル
ル
ス
砂

レ
キ
層

+
+
+
火
山
岩
類

十+
+
+
崖
錐

十
十

+
+
+
崖
錐

十+
+
+
岩
屑
堆
積
物

+
+
+
段
丘
堆
積
物

+
+
+
火
山
灰

十
十

十十+
+
+
段
丘
堆
積
物

+
+
+
火
山
砕
屑
流

上 旭

川 岳

山 山
岳 岳

キ

ト

ウ

シ

山

川

湯

美

羅

尾

山
地

山
地

南
西

北
東

南
東

第
四
紀

(
現
)
安
山
岩

先
白
亜
紀

粘
板

岩

先
白
亜
紀

一
、

チ
ャ
ー
ト
、

二
、
砂
岩

・
頁
岩

第
四
紀
(
更
)

三
、
溶
結
凝
灰
石

第
四
紀

(
現
)
安
山
岩

新
第
三
紀
(
中
)
一
、
変

巧
安
山
岩

二
、
凝
灰
角

レ
キ
岩
、
軽
石
凝
灰

岩

・
レ
キ
岩
お
よ
び
砂
岩

(
溶
結

纈
嬰

難

働
W
ミ

安
山
岩

三

、

利

用
者

数

と

ス

キ

ー

場

規

模

及

び

時

間

距

離

ス
キ
ー
場

の
利
用
者
数

(
四
十
九
年
度
)
を
、

ス
キ
ー
場

の
規
模
及
び
札
幌

か
ら
の
時
間
距
離
と

の
関
係

で
調
べ

て
み
る
。
こ
こ
で
利
用
者
数
と
は

年
間
の
リ

フ
ト
利
用
者
数

(
延
べ
。
各

ス
キ
ー
場

別
)
に
よ

っ
て
代
表
さ
せ
る
こ
と
に
す
る
。

ス
キ
ー
場

の
規
模
(
リ

フ
ト
総
延
長
)
と
利
用
者

数
と
の
関
係

は

三
図

A
に
示
さ
れ

て
い
る
。
そ

の
関
係

は
だ

い
た
い
に
お

い
て
比
例
的
だ
と
い
う

こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ

は
も
ち
ろ
ん
最
初

か
ら
予

想

で
き
る
こ
と
で
あ

り
、
む
し
ろ
問
題

と
す
べ
き

は
こ
の
傾
向
か
ら
は

っ
き

り
逸
脱
し
て
い
る
ス
キ

ー
場
と

い
う

こ
と
に
な
ろ
う
が
、

こ
の
点

に

つ
い

て
は
今
回
は

こ
れ
以
上
触
れ

な
い
こ
と
に
す

る
。

次

に
先

の
ー
～
W
の
地
域
別

に
、
年
間
リ

フ
ト

利
用
者
総
数
を

リ
フ
ト
総
延
長

(
メ
ー
ト
ル
)

で

割

っ
た
値

を
求

め
て
み
た
。

こ
れ
は
リ

フ
ト
の
効

率
、
ま
た
は

ス
キ
ー
場

の
混

み
ぐ
あ

い
を
は
か
る

+
+
+
火
山
砕
屑
流

十+
+
+
段
丘
堆
積
物

崖
錐

+
+
+
火
山
岩

+
+
+
崖
錐
、
段
丘

堆
積
物

指
標
と
な
ろ
う
。
結
果

は
札
幌

か
ら
の
距
離

の
順

に
、
I
l
三

一
〇
人
/

メ
ー
ト
ル
、
∬
1

二
〇
〇

人

/

メ
ー
ト
ル
、
皿
-

一
九
〇
人
/

メ
ー
ト
ル
、

W
I

一
六
〇
人
/
メ
ー
ト
ル
と
な

っ
た
。
札
幌
に

近

い
ス
キ
ー
場

ほ
ど
混
み
あ
う
傾
向
が
明
瞭

で
あ

る
。

四

、

最

近

の

ス

キ

ー

場

利

用
者

数

の

増

減

次

に
五
十
年
度

の
利
用
者
数

を
各

ス
キ
ー
場
に

つ
い
て
前
年
と
比
較
し
、
1
～
W
の
地
域
別

と
A

～

D
の
ス
キ
ー
場
規
模
別

に
分
け
て
、
増
減
を
総

数

で
表
わ
し
て
み
る
と
左
表

の
よ
う

に
な

る

(
単

位
千
人
)
。

I

W

十

計DCBA

互 三 …垂 蓋
三…:一(=)(=)二 二

Hさ
ル
イ
ナ
ス

三
三

三
四
七

三
四

三
三
〇

皿
三
さ

七
六
三

三
七

三
九

一、
冗
九

三
六
五

三
九

三
九
四

一言
ロ

五
八
三

一
〇
三

六
六
九

一
〇
三

三
、
四
三
六
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ス
キ
ー
場
数

の
う
え
か
ら
は
も

っ
と
も
多

い
小

ス
キ
ー
場

(
D
)

で
の
利
用
者
数

の
増
大
が

ほ
ん

の
わ
ず

か
で
あ

る
の
に
対

し
、

ス
キ
ー
場
数

で
は

全
体

の

一
七

パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
る
に
す
ぎ
な
い

大
型

(
A
、

B
)

ス
キ
ー
場

で
の
増
大
は
非
常

に

大
き

い

(
増
加
分

の
六
八
パ
ー
セ
ン
ト
)
。

ま
た
、
地
域
別
に
み
る
と
、

H
(
二
時
間
未
満
)

で
の
伸
び
が
少
な

い
の
が
特
徴
的

で
あ
り
、
こ
の

地
域

の
大
型

の
ニ

ス
キ
ー
場

は
合
計
三
、
九
〇
〇

〇
人
し

か
増
え
て
い
な
い
。

か
な
り
増
え
て
い
る

よ
う

に
見
え

る
中

(
C
)

ス
キ
ー
場
も
、

ス
キ
ー

場
あ
た
り

の
平
均
増
加
を
求
め
て
み
る
と
四

一
〇

〇
〇
人

に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
二

つ
の
傾
向

は
、
前
年
に
対

し
て
利
用
者

数

の
減
少
し
た

ス
キ
ー
場

の
数
を
調

べ
て
み
て
も

確
認
さ
れ
る
。

BACD

1三 〇 〇 〇

HO一一三

一 一 〇 〇 皿

W三一

す

な
わ
ち
小

(
D
)

ス
キ
ー
場

の
う
ち
八
、
中

(
C
)

ス
キ
ー
場

の
う
ち
五
、
大

(
B
)

ス
キ
ー

場

の
う

ち

一
で
利
用
客
が
減
少
し

て
い
る
。
比
率

で
い
う

と
小

ス
キ
ー
場
の
う
ち

二
三
パ
ー

セ
ン
ト

で
減
少
、
中

の

一
九
パ
ー

セ
ン
ト
、
大
の

一
七
パ

ー

セ
ン
ト
で
減
少
が
見
ら
れ
、
巨
大

(
A
)

で
は

利
用
者
減

の
ス
キ
ー
場
は
な
い
。
ま
た
地
域
別

に

み
る
と

ー
で
三
〇

パ
ー

セ
ン
ト
、
H
で
二
五
パ
ー

セ
ン
ト
、
皿
で

一
三

パ
ー

セ
ソ
ト
、
W
で

一
六
.ハ

ー
セ
ン
ト
の
ス
キ
ー
場

で
、
利
用
者
減
が
見
ら
れ

る
。
以
上

を
ま
と

め
る
と
、
小
中

ス
キ
ー
場

で
の

利
用
者
頭
打
ち
ま
た
は
減
少
の
傾
向
が
全
道
的

に

見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
傾
向

は
特

に
札
幌

周
辺
の
ス
キ
ー
場

で
著

し
い
こ
と
、
大

ス
キ
ー
場

の
う

ち
札
幌
市
内

の
も
の
と
札
幌

か
ら
二
時
間

以

上
離
れ
た
も

の
で
は
利
用
者
増
が
著
し
い
の
に
対

し
、
札
幌
か
ら

一
時
間

以
上

二
時
間
未
満

(
H
)

の
位
置

に
あ
る
も
の
で
は
利
用
者
頭
打

ち
ま
た
は

減
少

の
傾
向
が
あ

る
、

と
い
う

こ
と
が
認

め
ら
れ

よ
う
。

こ
の
よ
う
な
現
象
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
要
因
は

多
様
で
あ

ろ
う
。

ひ
と

つ
に
は
、
札
幌
市
内
の

ス

キ
ー
場
で
の
リ
フ
ト
の
効
率

(
前
述
)
が
非
常

に

高

い
こ
と
か
ら
考
え
て
、
市
内

の
ス
キ
ー
場
が
飽

和
に
近
い
状
態

に
あ
る
た
め
に
、
そ
こ
か
ら
あ

ふ

れ
だ

し
た
ス
キ
ー
人
口
の
大
半
が
皿
の
地
域

(
二

時

間
上
三
時
間
未
満
)
の
大

ス
キ
ー
場
に
吸
収
さ

れ
た
と
考
え
て
よ

い
か
も
し
れ
な

い
。
こ
の
場
合

地
形
的

に
も
時
間
的

に
も
中
途
半
端

な
H
の
地
域

よ
り
も
、
多

少
遠

い
点

を
除
け
ば
条
件

の
と
と

の

っ
て
い
る
皿
の
地
域

ま
で
ス
キ
ー
客

の
足
が

の
び

る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。

い
ず

れ
に
せ
よ
、
以
上
の
こ
と
か
ら
今
後

の
道

内

の
ス
キ
ー
場

の
規
模
が
、
全
体
と
し
て
ど
の
よ

う

な
方
向

に
変
化
し
て
い
く

か
を
あ
る
程
度
予
想

で
き
そ
う

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
札
幌

市
及
び
そ

の
周
辺
か
ら
あ

ふ
れ

で
る
大
量
の

ス
キ
ー
人

口
を

よ
り
効
果
的

に
吸
収
で
き

る
よ
う

な
大
規
模

ス
キ

ー
場
の
整
備

ま
た
は
新
設
の
方
向

で
あ
る
。
時
間

距
離

に
し

て
三
時
間
未
満

の
位
置

に
あ
れ
ば
、
地

形
的

に
好
適

で
あ
る
限

り
大
規
模

ス
キ
ー
場
と
し

て
発
展
す
る
可
能
性
が
高
く
な
る
と

い
え
よ
う
。

従

っ
て
今
後
、

ス
キ
ー
場

の
新
設
が
企
図
さ
れ
る

場
合
、
中
途
半
端
な
大
き
さ
の
も
の
よ
り
も
非
常

に
大
規
模
な
も
の
と
し
て
計

画
さ
れ
る
方
向
を
と

り
そ
う

で
あ
る
。
た
と
え
ば

、
羊
蹄
山

や
、
近

い

将

来
は
日
帰

り
が
楽
に
で
き

る
よ
う

に
な
り
そ
う

な
暑
寒
別
方
面

の
山
や
、
大
雪
山
系

で
こ
う
し
た

計

画
が
も

ち
あ
が

っ
て
く
る
可
能
性

は
大
き

い
。

五
、
ス
キ
ー
場
の
自
然
環
境

◇
標
高
と
植
生

最
も
高

所
に
達
し
て

い
る
リ

フ
ト
の
終
点
を
も

っ
て
そ
の

ス
キ
ー
場

の
標
高

を
代
表

さ
せ
る
こ
と

と
し
、
五
万
分

の

一
の
地
形
図

を
参
照
し
て
調

べ

て
み
た
。
植
生

に
つ
い
て
は
、

ス
キ
ー
場
の
標
高

(
右
記
ー

リ
フ
ト
の
最
高
点
)

に
対
応
す

る
高

度

に
あ

る
人
為

の
あ

ま
り
加
え
ら
れ
て
い
な
い
と

思
わ
れ

る
隣
接

の
植
生
区
分

に
よ

っ
て
代

表
さ
せ

る
こ
と

に
し
た
。
こ
れ

は
、
全
国
植

生
調
査

に
用

い
ら
れ
た
五
万
分

の

一
の
植
生
区

分
図
に
よ

っ
て

調
べ
た
。

こ
の
方
法

で
得

ら
れ
た
デ
ー
タ
を
、
標
高
別

の

ス
キ
ー
場
件
数
の
か
た
ち
で
表
わ
し
た
も
の
が
四

図

で
あ
る

(
標
高

不
明
の
分

は
除

い
て
あ

る
)
。

植
生
別

の
内
訳
け
も
合

わ
せ
て
示
し
て
あ

る
。

中
小

(
C
、
D
)

ス
キ
ー
場
で
は
標
高
四
〇
〇

メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の
が
半
数
以
上

(
五
四
分
の

二
八
)
を
占
め
、
六
〇
〇
、
八
○
○

メ
ー

ト
ル
と

高
度
を
増
す
に

つ
れ
て
少
な
く
な

っ
て
い
る
。
そ

れ

に
対
し
、
大
型

(
A
、
B
)

ス
キ
ー
場

は
標
高

四
〇
〇

メ
ー
ト
ル
以
上
か
ら

一
、
二
〇
〇

メ
ー
ト

ル
以
上

の
と
こ
ろ
ま
で
比
較
的
バ
ラ

つ
い
た
分
布

を
示
し
て
お
り
、
標
高

八
○
○

メ
ー
ト
ル
を
越
す

も

の
が
半
数

(
=

分
の
六
)
を
占
め
る

(
こ
の

図
に
限
り
、

リ

フ
ト
の
な

い
旭
岳

ス
キ
ー
場
を
大

ス
キ
ー
場
と
し

て
扱
う
)
。

一
般

に
ス
キ
ー
場
が

大
型

化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
大
き
な
高
低
差
を
必
要

と
す

る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
結
果
は
予
想

で
き

る
こ
と

で
あ
る
。

植
生
別

の
内
訳
け
を
見

る
と
、
八
○
○

メ
ー
ト

ル
未
満

の
標
高

で
は
、
圧
倒
的

に
広
葉
樹
林
が
優

勢

で
あ

る
。
低
標
高

で
ダ

ケ
カ

ン
パ
帯

に
属
す
る

ス
キ
ー
場
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ

は
道
東

の
寒
冷

地

の
も

の
で
あ
り
、
例
外
的

で
あ

る
。
こ
の
標
高

に
は
広
葉
樹
林
の
ほ
か
に
は
、

一
部
の
地
域

で
下

部
針
広
混
交
林
帯

や
針
葉
樹
林
帯
が
ひ
ろ
が

っ
て

い
る
。

こ
れ
に
対
し
、

八
○
○

メ
ー
ト

ル
以
上

の
標
高

で
は
ダ

ケ
カ
ン
バ
帯
が
優
勢

で
あ

り
、

こ
の
高

さ
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に
ま
で
達

し
て

い
る

一
一
の
ス
キ
ー
場
中

の
三
分

の
二
が
こ
れ

に
含
ま
れ

る
。

ほ
か
の
も

の
は
針
葉

樹
林
帯
、
下
部
針
広
混
交
林
帯
に
な

っ
て
い
る
。

こ
こ
で
い
う
植
生

の
資
料
は
先
に
述
べ
た
仕
方

で

得
ら
れ

た
も

の
で
あ

る
か
ら
、
実
際

に
は
各

ス
キ

ー
場
が
複
数

の
植
生
区
分
に
属
し
て
い
る
こ
と
も

十
分
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、
標
高

の
高

い

ス
キ

ー
場

の
場
合

は
、
垂

直
分
布

か
ら

い
っ
て
下
位

の

植
生
区
分
帯
を
も
含
ん
で
い
る
と
み
た
ほ
う
が
妥

当

で
あ

ろ
う
。
従

っ
て
こ
こ
で
は
、

八
○
○

メ
ー

ト
ル
以
上

の
標
高
ま

で
及
ん
で
い
る
ス
キ
ー
場
は

い
ず
れ
も
広
葉
樹
林
帯

の
中
に
お
さ
ま

っ
て
お
ら

ず
、

よ
り
高
位

の
植
生
区
分
帯

に
ま

で
入
り
こ
ん

で
い
る
と
考

え
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
し
て
八

○
○

メ
ー
ト

ル
以
上
に
達
し

て
い
る

ス
キ
ー
場

の

多
く
が
大
型

ス
キ
ー
場

で
あ

る
と
い
う

こ
と
は
先

に
述

べ
た
と
お
り
で
あ

る
。

中
小

ス
キ
ー
場

の
標
高
が
低
い
の
は
、

こ
れ
ら

の
ス
キ
ー
場

の
多
く
が
市
街
地
か
ら
そ
れ

ほ
ど
離

れ

て
い
な

い

「
裏
山
」

に
設
け
ら
れ

て
い
る

こ
と

に
も
よ
る
だ

ろ
う

。
古
く
か
ら
地
元

の
子
供

た
ち

が

ス
キ
ー
を
し
て
い
た
立
木

の
な
い
斜

面
に
リ

フ

ト
が
架

設
さ
れ
、

そ
れ
が
今
日

に
い
た

っ
て
い
る

と
い
う
も

の
が
も

っ
と
も
典
型
的

な
ケ
ー
ス
で
あ

ろ
う
。

こ
う
し

た
斜
面

は
伐
採
跡
地

の
サ
サ
原

で

あ

っ
た
り
、
畑
地
や
採
草
地
で
あ

る
こ
と
が
多
く

こ
の
た
め
環
境

問
題
を

ひ
き
起
こ
す

に
は
い
た
ら

な
か

っ
た
。
ま
た
地
形
的
制
約
が
あ

る
た
め
、
面

積
的

に
も
標
高
的

に
も
拡
大

は
む
ず

か
し

い
の
で

こ
の
規
模

の
ス
キ
ー
場

は
今
後

は
む
し
ろ
減
少

の

傾
向

を
た
ど
る
で
あ

ろ
う
。
従

っ
て
、
将
来
も
環

境
保
全
上
、
大
き
な
問
題

と
な

る
こ
と
は
稀

で
あ

ろ
う

。
一
方
、
大
規
模
な

ス
キ
ー
場

は

一
般

に
地
形
的

に
恵
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
建
設
の
前
提

と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
条
件
を
備
え
た
場
所
は

一
般

に
都
市

か
ら
遠
く
、
そ
の

ハ
ン
デ

ィ
キ

ャ
ッ
プ
を
超
え
て

都
市

の
ス
キ
ー
人

口
を
吸
収

す
る
た
め
に
は

コ
ー

ス
自
体
は
も
と
よ
り
、
関

連
諸

設
備

を
充
実
し
、

大
型

化
す

る
こ
と
が
本
来
的

に
要
請

さ
れ
る
。
他

方

で
地
形
的

に
拡
大

を
制
約

さ
れ

る
こ
と
が
少
な

い
と
い
う
利
点
も
、

ス
キ
ー
場

の
大
型
化
を
手
伝

う

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
既
存

の
大

ス
キ
ー
場
は
、

実
際

に
都
市
の

ス
キ
ー
人

口
増
加
分
の
大
半

を
吸

収
す

る
傾
向
に
あ

る
こ
と
は
す

で
に
述

べ
た
通
り

で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
既
存

の
大

ス

キ
ー
場

(あ

る
い
は
地
形

的
交
通
的

に
恵

ま
れ
て

い
る

い
く

つ
か
の
中
小

ス
キ
ー
場
)
の

一
層

の
大

型

化
、
及
び
札
幌
か
ら
三
時
間
程
度

で
行
け
る
地

域
内

で
の
大

ス
キ
ー
場
の
建

設
が
道
内

の
景
気
の

回
復

と
と
も

に
活
発

化
す

る
こ
と
が
予
想

で
き

る

の
で
あ

る
が
、

こ
れ
を
植

生
と
の
関
連

か
ら
み
る

と
、

こ
れ
ま

で
比
較
的
人

工
の
加
え
ら
れ

て
い
な

か

っ
た
高
山
帯

へ
の
侵
入

と
い
う
傾
向
を
伴
う

こ

と
が
確
実

で
あ
る
と
い
え

る
。
大

ス
キ
ー
場
の
建

設
が
各
地

で
環
境
保
全
上
問
題

と
な
る

こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

◇
地
形
と
地
質

ス
キ
ー
場
の
地
形
や
地
質
は
主
に
安
全
性

の
面

か
ら
問
題

に
な

る
。

ス
キ
ー
場

で
起

こ
り
う
る
災

害

の
う

ち
、
主
要
な
も
の
と
し

て
雪
崩
、
地
す
べ

り
、
土
砂
崩
壊
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き

ょ
う
。
雪

崩

に

つ
い
て
は
植
被
、
地
形
、
傾
斜
、
方

位
な
ど

が
関
係
す

る
と
考
え
ら
れ
、
地
す
べ
り

に
つ
い
て

は
地
す

べ
り
地
形

の
有
無
、
基
盤
岩

の
性
質
、
未

固
結
層

の
厚
さ
な
ど
が
問
題
と
な
ろ
う

。
も
ち
ろ

ん
個

々
の
ス
キ
ー
場
に
雪
崩
や
地
す
べ
り
の
危
険

が
あ

る
か
否
か
と
い
う

こ
と
は
、
現
地

で
の
調
査

を
せ
ず

に
判
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し

上
記

の
項
目
に

つ
い
て
道
内
の

ス
キ
ー
場
が

ど
の

よ
う
な
条
件
下
に
存
在
し

て
い
る
か
を
鳥
緻
し
、

そ

の

一
般
的
な
傾
向

か
ら
災
害
の
可
能
性

を
チ

ェ

ッ
ク
し
て
お
く
こ
と
は
無
意
味
で
は
あ

る
ま
い
。

集
め
た
資
料

の
う
ち
斜
度

に

つ
い
て
は
、

コ
ー

ス
毎

に
調
べ
て
明
示
し

て
い
る

ス
キ
ー
場

は
ご
く

限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
リ

フ
ト
の
傾
斜

を
も

っ
て

こ
れ

に
替
え
た
。
そ

の
ほ
か
に

つ
い
て
は
、
五
万

分

の

一
の
地
形
図
、
及
び
地
質
図
か
ら
読
み
と

つ

た
。五

図
の
A
に
は
平
均
斜
度
別
、

B
に
は
最
急
斜

度
別

の
リ

フ
ト
基
数
を
表
わ
し

て
あ

る
。
平
均
斜

度

に

つ
い
て
み
る
と
、

一
一
度
、

一
五
度
、

一
八

度
付
近

に
モ
ー
ド
が
あ
る
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
各

ス
キ
ー
場
が
初
級

・
中
級

・
上
級
向
け

の
コ
ー

ス

を
別

に
設
け
て

い
る
こ
と
と
対
応

し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
全
体
の
平
均
を
と
る
と

コ
ニ
・
二
度

で

あ
る
。

一
方

、
最
急
斜
度

に
つ
い
て
み
る
と
、
そ

の
平
均

は
二
五

・
七
度

で
あ

り
、
分
布

の
幅

は
よ

り
広

い

(
最
低

一
一
度
、
最
高
三

八
度
)
。

傾
斜

以
外

の
資
料
は
表

一
に
示
さ
れ
る
。

雪
崩

に

つ
い
て
は
、

一
般

に
植
被
の
薄

い
ス
キ

ー
場

で
は
、
特

に
そ
の
急
斜
面

に
お
い
て
危
険
性

が
あ

ろ
う
。

一
般

に
雪
崩

は
三
〇
度
以
下

と
五
〇

度
以
上

の
斜
面

で
は
起

こ
り
に
く
い
こ
と
が
知
ら

れ

て
お
り
、
最
急

斜
度

が
通
常
三
〇
度

に
満
た
な

い
初

・
中
級
用
の

コ
ー
ス
で
は
心
配

は
い
ら
な
い

か
も
し
れ
な

い
。

一
方
、
最
大
傾
斜
が
三
〇
度
を

大
き
く
超

え
る
い
く

つ
か
の
コ
L

ス
で
は
十
分
な

注
意
が
必
要
と
な
ろ
う

。
ま
た
、
雪
崩

の
起
こ
り

や
す

い
方
角

は
南
東
、
東
、
北

西
、
北

の
順
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
条
件

に
も
該
当

す
る

ス
キ
ー

・
コ
ー

ス
で
は
特
に
注
意
が
必
要
で

あ
ろ
う
。

表

一
か
ら
、
基
盤
岩

に
は
新
第
三
紀
以
降

の
安

山
岩
が
圧
倒
的

に
多

い
こ
と
と
、
非
常

に
厚
い
未

固
結
層

を
伴
う
場
合

の
多

い
こ
と
が
わ
か
る
。
粘

板
岩
等
地
す

べ
り
を
起

こ
し
や
す

い
岩
を
基
盤

と

し
て
い
る
も

の
も
散
見
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
結
果

が
直
接

に
地
す

べ
り
と
結
び

つ
く
わ
け
で
は
な

い

が
、

ス
キ
ー
場
・建
設

に
際
し
て
は
、
地
す
べ
り
地

形

の
存

否
の
確
認
を

は
じ
め
と
す

る
、
十
分
な
地

表
踏
査

を
先
行

さ
せ
る
必
要
が
感
じ
ら
れ
る
。
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十

分
な
デ

ー
タ
と
は
い
え
な

い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
当
初

か
ら
予
測

さ
れ
た
結
果

が
得

ら
れ

た
と

い
え

よ
う

。

一
、

昭
和
四
十
年
代

に
な

っ
て
、

ス
キ
ー
場
分
布

が
急
激

に
広
域
化
し
た

こ
と
。

二
、
札
幌
近
郊

の
中

・
小

ス
キ
ー
場
で
利
用
者
が

減
少
す

る
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
。

三
、
大
規
模

ス
キ
ー
場

へ
の
利
用
者

の
集
中
が
見

ら
れ

る
こ
と
。

四
、
大
規
模

ス
キ
ー
場

の
多
く
が
、
植
生
復
元
の

む
ず

か
し
い
地
帯

(
針
葉
樹
林
帯
、
ダ

ケ
カ

ン

パ
帯

、
高
山
帯
な

ど
)
に
作

ら
れ

る
傾
向
に
あ

る
こ
と
。

こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
将
来

の
ゲ

レ
ソ
デ

ス
キ

ー
の
方
向

を
予
測
す

る
と
、
よ
り
変
化

に
富
ん
だ

コ
ー

ス
の
得

ら
れ

る
大
規
模

ス
キ
ー
場

へ
、
よ
り

一
層

の
利
用
者

の
集
中
す
る
こ
と
、
及
び
景
気

の

回
復

と
と
も

に

ス
キ
ー
場
の
大
型
化
が
進
行
す

る

こ
と
が
見
通

さ
れ

る
。

一
す
べ
り
数

キ

ロ
メ
ー
ト

ル
に
及
ぶ

コ
ー

ス
を
設
定
し
よ
う

と
す
れ
ば
、

い

き

お
い
リ

フ
ト
の
最
高
点

は
山
頂
真
近
と
い
う

こ

と
に
な
り
、
環
境
保
全
の
面
か
ら
無
視
し
え
な
い

問
題

を
は
ら
ん
で
い
る
。
こ
と
に
大
規
模

ス
キ
ー

場
が
立
地

し
得

る
条
件
と
し
て
、
札
幌
か
ら
時
間

距
離

三
時
間
未
満

で
標
高

千

メ
ー
ト
ル
以
上
と
い

う

二
点

を
仮
定
す

る
な
ら
ば

(
あ

る
程
度
の
裏
づ

け
は
既

に
得

ら
れ

た
)
、

今
後
問
題

に
な

っ
て
く

る
地
域

は
主
に

ニ
セ
コ
、
暑
寒
別
岳
、
富
良
野
、

芦
別

、
大
雪
山
系
、
羊
蹄
山
な
ど
の
自
然

公
園
地

域

と
競
合
す

る
も

の
に
し
ぼ
ら
れ
て
こ
よ
う
。
従

っ
て
、
今
回

は
ふ
れ
な
か

っ
た
が
、
景
観
破
壊

の

問
題

と
し

て
ス
キ
ー
場
が

一
層

の
注
目
を
集
め
る

こ
と
だ

ろ
う
。

す

で
に
道
内
に
は
約
百

キ

ロ
に
及
ぶ
リ

フ
ト
が

建
設
さ
れ
て
お
り
.

リ

フ
ト
沿

い
に
少
な
く
と
も

一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
以
上

の
幅

で
森
林
が
伐
採
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
通
常
斜
面
を

垂
直

に
登
る
た
め
、
景

観
破
壊

は
顕
著

で
あ
る
。

た
び
た
び
触
れ

て
い
る
よ
う
に
、
植
生

の
復
元
の

む
ず

か
し
い
高
山
に
ま
で
リ

フ
ト
が
進
行
す
る
場

合

に
は
特

に
問
題
と
な

る
。

土
地
利
用
上
か
ら
最
も
注
意
す
べ
き
こ
と

は
、

大
規
模

ス
キ
ー
場
を
建
設
し
た
場
合
、
多
く

は
、

そ
の
山

の
夏
季
利
用
が
排
除
さ
れ
る
側
面
が
強

い

こ
と
で
あ

る
。
夏

季
、
施
設

は
無
用
の
長
物
化
し

景

観
的

に
も
見
苦
し
く
魅
力

に
乏
し
い
も
の
と
な

る
。
た
と
え
ば
、
札
幌
近
郊

で
最
も
よ
く
登
山
利

用
さ
れ

て
い
た
手
稲
山
が
、

ス
キ
ー
場
建
設
と
と

も
に
夏
期
利
用
は

レ
ジ
ャ
ー
施
設
に
限
ら
れ
、
自

然

を
楽
し
む
と
い
う
本
来

の
利
用
形
態
を
失

っ
た

こ
と
は
、
そ
れ
を

よ
く
も

の
語

っ
て
い
る
。
自
然

利
用
を
単
調
化
さ
せ
る
点

で
は
、
ゴ
ル

フ
場
以
上

に
問
題
が
大
き

い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
と
に
大
規
模

ス
キ
ー
場

で
は
立
地

の

安
全
性

の
検
討
が
必
要
で
あ

る
。
先

に
述

べ
た
災

害

の
可
能
性

の
ほ
か
に
、
大
雪
山
な
ど
の
よ
う

に

リ

フ
ト
自
体

が
冬
山
登
山
の
交
通
手
段
と
し

て
使

用
さ
れ

る
場
合
、
軽
装
の
登
山
者
の
遭
難

を
招
く

危
険
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上

の
よ
う

に
、

ス
キ
ー
場
は
良
き

に

つ
け
悪

し
き

に
つ
け
、
自
然
環
境
及
び
野
外

レ
ク
リ

ェ
ー

シ

ョ
ン
に
与

え
る
影
響
が
極
め
て
大
き

い
。

手
稲
山
な
ど
新

た
な

ス
キ
ー
場
建
設

に
あ
た

っ

て
は
、自
然
環
境
変
更

の
予
測
と
対
策
を
、
景
観
保

全
や
安
全
性

の
確
認
を
含
め
て
徹
底
す
べ
き

で
あ

ろ
う

。
そ

の
た
め
に
十
分
な
現
地
調
査
を
お
こ
な

う

こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
(北
大
理
学
部
大
学
院
生
)

自
然
保
護
講
座

・
第

一
学
期

開
か
れ
る

協
会
発

行

の
会
報

、

ハ
ガ
キ
通
信

、
あ

る
い
は

新
聞
報
道

な
ど
を
通
じ
て
ご
存
じ

の
方
も
多
か

っ

た
の
で
は
と
思

い
ま
す
が
、
協
会

発
足
以
来
初

の

試
み
で
あ

る
自
然
保
護
講
座

(
第

一
学
期
)
が
、

七
月
十
七
日

の
第
四
講

目
を
も

っ
て
無
事
終

了
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
講
座

は
、
会
員

に
各
分
野
の
専
門
家
が
多

数

い
る
と

い
う
特
徴
を
生
か
し
、
と
り
あ
え
ず
四

人

の
講
師

に

一
回

一
テ
ー

マ
で
話
題
提
供
を
お
願

い
し
た
も

の
で
す
。

何
し
ろ
初
め
て
の
試

み
で
あ

っ
た
た

め
、
講

座

の
形
式
、
運
営

の
仕
様
、
宣
伝
方
法
な
ど

に
不
手

際

の
あ

っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
こ
と
に

鳴
り
物

入
り

(
?
)
で
開
講

し
た

に
も

か
か
わ
ら

ず

、
受
講
者
が
毎
回
定
員

(
三
十
名
)
を
割

る
二

十
名
程
度
で
低
調
だ

っ
た

の
に
は
、

い
さ
さ
か
拍

子
抜
け

で
あ

っ
た
。
七
〇
〇
名

か
ら

の
会
員
が

い

て
も

こ
の
位
の
参
加
し
か
え
ら
れ

ぬ
も
の
か
と
物

足
り
な
さ
を
感
じ
た
反
面
、
P
R
の
仕
方

に
も

っ

と
工
夫

の
余
地
が
あ

っ
た
の
で
は
、
と
反
省
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

二
十
名
位
し
か
参
加
者

の
な

い
講
座
を
、
多
大

の
エ
ネ

ル
ギ

ー
を
費

や
し

て
ま
で
存
続
す
る
必
要

が
あ

る
の
か
と
い
う
意
見
も
、

一
方

で
あ

る
の
は

確
か
で
す
が
、
事
務
局

と
し
て
は
、
今

回
の
経
験

を
大

い
に
生
か
し
、
具
体
的
で
内
容

の
あ

る
も

の

を
目
ざ
し

て
、
秋
以
降

に
第

二
学
期
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
講
座
が
今
後
息
長
く
続
け
ら
れ

る
か
ど
う

か
は
、
講
師
、
事
務
局

の
力
量
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
会
員

の
積
極
的

な
ご
支
援
が
不
可
欠

な
の
は

申

す
ま

で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
機
会

に
、
講

座

に
関
す
る
要
望
、
提
案

な
ど
を
事
務
局

へ
お
寄

せ
下
さ

い
。

今

回
講
師
を
引
き
受

け
て
下
さ

っ
た

八

木

健

三
、
石
城
謙
吉
、
辻
井
達

一
、
俵

浩
三
の
各

氏

に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
な
お
、
講
座

の
最

終
日
に
ア
ソ
ヶ
ー
ト
を
配
布
し
、
講
座
に
関
す

る

率
直
な
印
象
を
書

い
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、

そ
の
内
容
を
次
の
会
報

で
紹
介
す
る
予
定

で
す
。

(事
務
局
)
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